
45回目を迎えた
平和盆踊り

（枚方市職労）

　歴史をさかのぼると、1970年８月に市職労青年婦人
部による「盆踊りとフォークの夕べ」として、市役所
前で第１回が開催されたものが始まりでした。
　1977年以降は、本庁近くに飲食店が軒を連ねる川原
町商店会の協賛を得て、文字通り地域と一体となった
催しとして定着し、荒天による中止を除いて毎年夏に
開催を重ねてきました。
　市職労平和盆踊りのセールスポイントのひとつは、
録音再生でなく、生演奏・生歌であること。地元の盆

踊り愛好会の皆さんが浴衣姿でやぐらに上がっての熱
演で、「とても雰囲気がある」と評判を呼んでいいます。
　45回目を迎える今年は８月23日に行われ、模擬店が
市職労から11店、地域の労組・団体から12店、川原町
商店会から４店の計27店が出店しました。組合員をは
じめ多くの市民の参加で大いに盛り上がりました。伏
見市長や福留市議会議長からメッセージも届きまし
た。
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出題者：山本汎昭さん
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笑顔で踊る中央の青年は枚方市職労青年部長です

ヒント： サービスの購入は「保護者の自己責
任」ではだめ
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500円円（耐火は250円）（耐火は250円）でで1000万円万円の保障！の保障！
落雷でパソコンが壊れた！落雷でパソコンが壊れた！

〈支払例〉〈支払例〉
修理費　修理費　186,300円186,300円

　東日本大震災では、被災された加入者の方々に
平均100万円（ちなみに民間の地震保険の支給平
均は160万円）の見舞金をお届けできました。地
震見舞金制度が基本契約になっており、別途掛金
をいただいているわけではありません。それで
も、助け合いの制度として大きな力を発揮するこ
とができました。

　自治労連の火災共済は、
次の３つの大きな特徴があ
ります。①民間保険と違っ
て全国一律掛金で、しかも
断然安いことが魅力。②特
約なしでもワイドな保障。
火災はもちろん、落雷や車
両飛び込みも。風水雪害・
地震等には見舞金をお支払
します。③他の保険や共済
に関係なく契約に基づいた
共済金をお支払いします。

★詳細は組合書記局までお問い合わせ下さい★

火災共済にぜひ加入を火災共済にぜひ加入を
断然安い掛金・特約なしでもワイドな保障

<加入例>

月額掛金 構造 借家にお住まい 持ち家にお住まい

500円 木造 家財の保障　　　

1,000万円
家財の保障　　　

 400万円
建物の保障　　　

 600万円250円 耐火

保障額は建坪・家族の人数により設定できます。最高限度は建物4000万円、
家財2000万円まで。掛金月額１口あたり木造は５円（耐火は2.5円）につき保障10万円。

月 掛 金
たったの

まさか

の備え

耐火構造耐火構造

家財家財500万円500万円加入加入
月掛金はたったの　　月掛金はたったの　　
　　　　　125円です　　　　　125円です

こんな時に
もお役にた

ちます


